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昨
年
十
一
月
　
千
葉
、
鎌
ヶ
谷
Ｔ
Ａ
Ｍ
ユ
ー
ザ
ー
の
テ
レ
フ

ォ
ン
営
業
お
断
り
対
策
と
し
て
発
足
し
た
外
販
チ
ー
ム
ニ
十
名

は
今
年
五
月
ま
で
外
販
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

車
も
新
車
が
増
車
さ
れ
、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
も
装
備
さ
れ
こ
れ
か

ら
と
言
う
時
、
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
を
千
葉
県
下
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
販

売
し
て
い
く
と
い
う
事
で
急
遽
五
月
か
ら
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
マ
ン
シ

ョ
ン
の
研
修
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
千
葉
・
鎌
ヶ
谷
Ｂ
Ｃ
（
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
ユ
ー
ザ
ー
内
の
マ
ン

シ
ョ
ン
販
売
と
聞
い
て
い
た
も
の
が
、
何
時
か
ら
か
サ
ー
ビ
ス

千
葉
全
体
の
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
に
方
向
転
換
さ
れ
、
勤
務
地
も
幕
張
・

船
橋
・
柏
と
３
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
突
然
の
配
転
話
が
出
て
き

た
も
の
で
す
。

外
販
担
当
者
か
ら
は
、「
各

ビ
ル
十
名
は
当
初
外
販
担
当
と

し
て
発
足
し
た
も
の
で
あ
り
そ

れ
を
方
向
転
換
さ
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
当
担
当
を
解
散
し
新
た

に
人
選
す
べ
き
で
な
い
か
。
こ

れ
で
は
外
販
に
応
じ
た
事
が
裏

目
に
な
り
、
結
果
的
に
だ
ま
し

て
マ
ン
シ
ョ
ン
営
業
に
連
れ
て

行
か
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
。」

「
サ
ー
ビ
ス
千
葉
再
雇
用
社
員

に
と
っ
て
は
、
勤
務
地
域
限
定

で
減
収
を
や
む
な
く
選
択
し
た

も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
突
然
の

配
転
で
は
満
了
型
選
択
と
同
様

の
扱
い
で
は
な
い
か
。
更
に
七

月
一
日
以
降
、
再
雇
用
者
は
隣

に
い
る
満
了
型
の
社
員
と
ま
っ

た
く
同
じ
仕
事
を
バ
イ
ト
並
み

の
収
入
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
の
よ
う
な
事
に
な
る
ん
な
ら

外
販
担
当
に
応
じ
る
ん
で
は
な

か
っ
た
。」
と
い
う
不
満
の
声

が
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
関
労
千
葉
へ
の
会
社
側

の
説
明
で
は
幕
張
Ｎ
Ｍ
ビ
ル
・

八
名
、
船
橋
・
六
名
、
柏
・
六

名
の
二
十
名
を
第
二
法
人
の
増

員
と
し
た
い
と
い
う
事
で
し
た
。

し
か
し
問
題
点
と
し
て
将
来
Ｂ

フ
レ
ッ
ツ
セ
ン
タ
ー
（
約
一
五

〇
名
規
模
）
構
想
或
い
は
県
内

五
ケ
所
構
想
等
で
て
お
り
３
ケ

所
は
暫
定
的
な
も
の
で
あ
り
鎌

ヶ
谷
・
富
士
見
を
基
本
勤
務
地

に
活
動
を
行
っ
て
も
何
ら
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
異
動
で

は
会
社
は
部
内
な
の
で
服
務
指

定
で
行
う
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、

集
約
合
理
化
の
ミ
ニ
版
み
た
い

な
も
の
で
事
実
上
配
転
と
同
じ

で
す
。
だ
と
す
れ
ば
た
ま
た
ま

外
販
担
当
に
在
籍
し
て
い
た
二

十
人
だ
け
に
任
務
分
担
さ
せ
る

の
は
無
理
が
あ
る
し
、
騙
し
て

連に法て居健をニあなとをで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　２００３年 6 月１2 日
 れ

て
行
く
よ
う
な
配
置
転
換

な
っ
て
い
ま
す
。

少
な
く
と
も
人
権
尊
重
・

治
国
家
の
中
の
一
企
業
と
し

は
、
働
く
当
事
者
の
同
意
、

住
地
、
勤
務
経
験
、
適
正
、

康
、
等
々
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

勘
案
し
て
人
選
す
べ
き
所
を

十
人
限
定
と
す
る
や
り
方
は

ま
り
に
も
露
骨
か
つ
強
圧
的

態
度
で
あ
り
、
Ｎ
関
労
千
葉

し
て
は
別
掲
の
通
り
要
求
書

提
出
し
て
交
渉
に
臨
む
予
定

あ
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N 関労千葉００8 号

株式会社エヌ・ティ・ティ　サービス千葉

代表取締役社長　　　　　高石　　茂　殿

全労協東日本 NTT 関連合同労働組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千葉支部執行委員長　　  島根   俊作

　　
　　　要　求　書

5 月 30 日 N 関労千葉 005 号に基づいて行われた団体交渉のなかで、鎌ヶ谷ＴＡＭの外販

担当組合員の処遇について質問したところ、会社はまだ決まっていない鋭意検討中であると

の答弁に終始しました。ところが、先週会社側より我が組織に連絡も無く当該組合員にいき

なり説明がなされ、勤務地、勤務内容、勤務時間等の労働条件変更につながる内容が、一方

的に話された事ははなはだ遺憾であります。組合員の具体的労働条件変更案件であり、いき

さつにも問題が多いため下記の通り要求しますので誠意をもつて回答する事。

回答は 6 月 17日までに文書で行うこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記
・ 過日の団体交渉の中でも質問しているにも関わらず、マンション営業計画はいつまと

まったかも含めて、東日本 NTT 関連合同労働組合千葉支部に対して説明報告が無い

のは何故か。

・ 富士見ＢＣ（ＴＡＭ）および鎌ヶ谷ＢＣ（ＴＡＭ）においての外販チーム編成のきっ

かけは、電話営業活動不可ユーザーに対しての囲い込みとして発足したものであり、

何故今回 20 名全員を第一法人から第二法人に異動させなければいけないのか。

・ 従来のマンション営業は、勤務実態からして土日、夜間も含めての変則勤務があり機

動性を要求される現場であり、労働者の居住地と勤務場所については考慮がなされべ

き案件である。マンション営業への要員増が必要になったにしても、何故上記 2の 20

名からの限定選抜となったのか。会社は従来より外販経験が無い組合員に対しても必

要な訓練を実施することにより要員を確保してきたではないか。上記 2 の 20 名だけ

を対象とするのではなく、少なくとも両ＢＣ全体で要員確保のための意向把握を実施

せよ。

・ 会社の施策に協力してきた組合員に対して、マンション営業への服務指定を行う場合

は本人の同意は基より、居住地、勤務経験、適正、健康上等種又の要素を検討して実

施する事。

・ パートナーセンター、116、オーダーセンター等の将来展望を明らかにする事。

・ 東日本ＮＴＴ関連合同労働組合千葉支部の組合事務室及び掲示板を保障する事。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

ＮＴＴ労働者のみなさん！
ＮＴＴ１１万人首切り
合理化に反対し、１人
の問題を組織の問題
とし、闘うＮ関労
にあなたの加入を
心からお待ち
しています。

連絡先連絡先連絡先連絡先（（（（03030303））））5820-20705820-20705820-20705820-2070

Ｎ関労　Ｎ関労　Ｎ関労　Ｎ関労　気楽にお電話下さい



　
販
売
に
追
い
つ
か
な
い
フ
レ
ッ
ツ
故
障
・
フ
レ
ツ
ツ
コ
ン
サ

ル
の
二
十
四
時
間
受
付
体
制
を
強
引
に
推
し
進
め
る
会
社
方
針

の
中
、
退
職
再
雇
用
の
攻
撃
も
相
ま
っ
て
、
１
１
３
職
場
で
は

五
名
の
仲
間
が
退
職
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
五
名
と
も
会
社
の
送
別
会
を
辞
退
す
る
状
況
で
普
通
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
要
員
」
が
足
り
な
い
の
で
す
。

申
告
件
数
は
増
え
、
ラ
ン
プ
は
点
燈
し
っ
ぱ
な
し
で
す
。
梅
雨

か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
一
般
故
障
が
増
え
る
時
期
に
Ｉ

Ｐ
受
付
を
乗
せ
ら
れ
不
安
を
訴
え
る
声
が
多
く
出
て
い
ま
す
。

「
訓
練
」
が
画
一
的
な
の
で
す
。
経
営
協
議
会
で
は
日
々
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
計
り
問
題
が
な
い
様
に
言
っ
て
い
ま
す
が
、
苦
し

ま
ぎ
れ
に
“
受
付
な
が
ら
覚
え
ろ
”
だ
け
で
は
無
理
が
あ
る
。

本
気
で
顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る
な
ら
、
人
材
を
含
め
た
フ

レ
ッ
ツ
専
門
の
輪
番
を
組
む
の
が
筋
と
い
う
も
の
で
す
。

　
Ｍ
Ｔ
Ｓ
導
入
、
Ｉ
Ｐ
故
障
受

付
に
つ
い
て
Ｎ
関
労
千
葉
と
し

て
五
月
に
団
体
交
渉
を
お
こ
な

い
組
合
と
し
て
、
Ｉ
Ｐ
故
障
受

付
は
今
ま
で
の
１
１
３
業
務
と

質
的
な
違
い
が
あ
り
、
パ
ソ
コ

ン
・
Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｉ
Ｐ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
関
す
る
中
高
度
な
ス
キ

ル
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
。
し

か
し
、
会
社
の
考
え
て
い
る
ス

キ
ル
は
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

メ
ー
ル
な
ど
の
や
り
と
り
が
で

き
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
あ

る
。ル

ー
タ
・
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
な
ど

の
機
器
の
故
障
切
り
分
け
、
Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
（
９
８
、
Ｍ
Ｅ
、

２
０
０
０
、
Ｘ
Ｐ
）、
Ｍ
ａ
ｃ

を
は
じ
め
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
な
ど
の

Ｏ
Ｓ
の
サ
ポ
ー
ト
範
囲
を
考
え

れ
ば
、
つ
い
て
い
け
な
い
人
は

や
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
Ｉ

Ｐ
に
シ
フ
ト
と
い
い
な
が
ら
、

人
材
育
成
を
怠
っ
た
会
社
の
責

任
は
ど
う
な
る
。
短
期
間
で
ス

キ
ル
が
つ
く
も
の
で
は
な
い
、

長
期
戦
略
を
持
っ
て
人
材
育
成

を
す
べ
き
で
あ
る
。
Ｎ
関
労
千

葉
は
別
掲
の
通
り
エ
ヌ
・
テ

イ
・
テ
ィ

　
エ
ム
イ
ー
千
葉
社
に
対
し
て

労
働
条
件
改
善
の
た
め
の
要
求

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  ２００３年 6月１０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N関労千葉００７号
株式会社エヌ・ティ・ティ　エムイー千葉
代表取締役社長　　　　上野谷　拓也　殿

全労協東日本NTT関連合同労働組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  千葉支部執行委員長　　 島根  俊作

要　求　書要　求　書要　求　書要　求　書

船橋 113センタ-においてＩＰブロ－ドバンドに対応するＭＴＳの導入を 6月 18日およびＩ
Ｐ故障受付について 7月 1日を予定していると聞いているが、ＩＰ受付については、前回の団
体交渉で議論などしたが、ＩＰ受付スキルの考え方で会社側と大きな隔たりがあり、さらに諸々
の労働不安などが発生している。
下記について要求するので誠意ある回答を６月１６日までに文書で行うこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記記記記

1. ＭＴＳ導入からＩＰ故障受付までの期間が短いことから、故障受付・故障切り分け、およ
び試験端末操作、ＩＰ端末機器の故障切り分けなどについて熟知・習得期間が短いので、
体制が整うまで、受け付け開始日を延期すること。

2. ＩＰ故障受け付け開始後も現場での訓練を実施すること。

3. 会社提示の資料により、ＩＰ故障受付の受付呼数、必要人員が提示されたが、フレッツ系
の加入数の増大に対応する為に船橋 113センタの要員を 2名以上増やすこと。

4. 東日本ＮＴＴ関連合同労働組合千葉支部の組合事務室及び掲示板を設置する事。

以　　上


